
と．1蕊孝詣った後でば当「然のようでもあみかごv寝衣で，短蒔臼・め内に噛しる〆二ど1ココ：容：

1易でないと一入で歩いて得ら丸る内容否もな目。二の貯ぱヨ感づマいて爾襲

麹琢わり4年生の文様ど岡本君と藩合づ・て賛測畷贋の山麓謡い《

卒論のフ4礎ルド循厚に従ったガ面謝士では落く堆積してい『たアカマずヤエ

カスマサが爾墨画の愛鷹山麓餐ぱヅ（山．父権1積の右向性めために∴二天強面－審よ

めソ0’借も，厚く簾覆していた。・マザの見分け方が亡霊でも窓易にできたのぼ

その前日・までの総合調葺の野外調蚕のおかヴであり、　こ・れが両潟の卒類論文

に生か噛されていればぐ正に総合調蚕の功葱は幽しなむ、ゼ（」脱．29、／96／）・

山 び こ

　　　　調査雅慈　　　　　　　　 き

　　　　　　　　　　　　　　ソ｝し井、玲，子、　・、ゴ、・。、

昏礁奪：のヲ湾末から／ケ肩群馬票ゐ土地利用嚢底1ご財宣した。’入所した年〔

綾羅室から物言いがついて名ξ屋行きが前9に継穂されて以来、チ禁や東雲

め調査に≧出してもら：う二とがあっ《もひとの名を、借歴ないで噛こんなに：鼓ぐi二

・出’たのははじめてである。近頃、は＿土、地利用が卒論め必修どなづ旧い『る・そうで

図ま既に御存知の二とと恵うが、土地子忌調査どPうの’颯た劉で・囚獄

わず誰にでもで騒代り7沼目40種灘の齢族さ面勧基準に合わ
せて振湿しなければな｝うず神経の疲れるものであ，る。盛中舅翼盆唯一の弓懸

とするが、、調畳地域が運悪く公私どこの載肉によってでも厳影されていない

詰ると、傲年三鋤畷つたル講真を侠わ祀ればならな川減磁
、る。　たと，え新し1い大回．尺め三三が手に：！＼つ・て毛、；＼高舜～三国のよ：う：な戻

・婚な二：毛田地域では12月振：影のもので1ま毯調からぱ水田と噛め判劉さえ・つき

1に噛く＜、地劇を頼ること疋なるが、　ここ2㌧3年魚激にふえた隆田ともなるど

もう一睡調登をまつより他ぱなし1．ここぽまた名だたる藤蚕麹域とて・鎌高

勉には桑闘と督露畑が半々、七分三分と交錯し、根刈り荏江てで蕪夏出し京

1ね：・た状態にある冬の写真でぱ両矯め判別は全く難かしい・

！こ、5’万分のノの精度：と／ケ月向’二半図禁というノルマを考える・と、」・虚字萱

∫もならずご直路の《薫などでサソフ。ノレ垂直iを試み（毛あろい且禽くあるいぱ

i黒く写っていて会く、あてにならない。、転学はその上、本畑と曖畔硬＼樹，拒の

：あみなしを区別4る規定である。堤防のよから見はるかすと一面三三どなづ

　　　　　　　　　　　　　　　　（9）



ていて：も並付い（畑の中を顧．ると，本畑は意外に＝少ないものであるゴ　 1

　建叡省に蔑すというのに、調査の横動力ぽ落」歓輩に限られている心塗中で

臆えてしま：う＝禾整理麺眺の田んぼ：匿、広く‘てもノ＼ンドノレをとられバ’ウンドの

激しい砂利亘予防の上のわだちのついた’本直などいやな毛のだ∵比ぐで

下りて戸（モをとり・、石左の甲所叩頭に∴入れつ、前と援からとばしてくる車1：二

注意’早期．い．六き，なトラックに砂埃互浴びぜられ、そのよ即旛に習った宮導車

臆ているか挿尽して筋擁作つ勧する・苑に出ていてrト翻るの
はトイレとおひる髪禽べる所だがこれは碧ら小中孝恩を再着した。呼野高い

生徒の禁まって二ない授蒸中をねらって。農防め草地ぱお弁i当・を食べるのに：

気將よさ廼」押えても乳牛が放し飼｛・されていζ潤がわ顔とうなるほ
ど湧ミまってく’ 驍ｬ、

　二の調蚕で減教人が班を碓ってゆくが、県庁で蚕料警めを．するとすぐ．地響

分担して一ノ匁一入にな、る。　あらかじめ票i庁から族彪、　自玖．車、入管につき野

鼠撃方お顯いするとしゅヌ毯岬ってし幡ので・伊勢駅師綬所のがが
一緒外構か廻って希望の所に交渉してくれたが，そのあとの尾島でぱ須四

一前に手鍛しよく決められてあったのが’割烹弊館のため一挙でて：りて教餐長の

叡にかえてもらうよう1な二とをした。　しかし誰毛いない3部屡つ、ごきの離れ

は静かずぎ（夜余り気絶のよいものでばなかった、

　二：〉して毎朝8時へ8時半に宿を塞て5時願晴ると早麩内評にか為る。写

冥の．よに書いてきたものを原図に：おとす、瞬・1ヨのコースど蟹即すべき贋百の

早馬毛レ導けれ1ぱならない。愚筆の疲れで夜め註峯ぱなかなか口：かどらない

瓶・」下目がさめて雨溢え降っていなけ躾しば濱で壁ぬりしているわけ』にもいか

ず、や｝：まけ邉て．しまう、　その他にやっかいなのぱ経理：霧類の作威である。旅

行経r〔合わセ：た三所と：日付で淡められた金鶴分・の領収書をどり、　三部の穣

辱：窪つくるぬやれ判の位置が悪いの網地が落ちているのと牽：重にのつズとり

直しにゆくわずらわしさ1二ぱ尋髪髭いた．

　そんなことがあっても出張はや～まり嬉しい。気緩1まよし、　地の剃ぽよしで

日薩ぱフル1二活耀して王城、標名、尾瀬、三波石へと足をのば凄鶴先程北

君道で灘野中ロソククライミングして牽故髪起した例があるのでウィークデ

イ底謹逃する。甫’役所の方の集内で癖勢雌：銘仙でろの知られた緻物の罷工置

窪2斑翔」こわたうて冤蝉すみご．ともできた、調査期圃営通じて鍬もつ手を斜

めてじろじろ尾られた0、開場や旗露で嬬苛め目を向けられる二と：の少なか

ったの域気．蕎がよかった。さすがか、あ天下の周だけ’あって女の入の劒くこ

と仁抵抗遭感ごないらレい。馬入にひつ＝：み尽裏や卑屈さがなく三岡に右ぱ
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事画していてカ’らっζ明るい’あたり．融てしばっているわけで聴いがご

’激が上洲名物め本林：かなと合賦した次：茅であろ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（茅野回生建設省鼠土毘理廃）

測算・

都立大学に学んで 　　　　　欝讐

植材靖・子

一私が藤島から部立大学度会掌オ躯奪んだ理由1まいろいろありましだが

考の大きな婁豪｛ま・人文正理奪と：いつのぱ＝もっと人向くさい労闘なめでばな

いかという心心とし面向からで峡・景綾葬になって繍をかか『ね甚瓶
らなくなった頃、いろいろな大重力・£）学生が集まって’ A説塘L巻学向葡意図に

謡いだ綜合鼠戸討行春が行われ参加したわけですが、その凶行釣威累：はと．毛

かくとして・そ：れぞれの馨向の賜について語しあえ・う横のつなが，りかβ多少と

毛できたこ二と二1ま．ネムタミ参聡慧老’1てピ．つて大iヨな測又穫であっブ三と＝いえ．iましよ：う、

調蒼の中での志しあいの脇で．入仁心：理掌を労んでいる以上は，社会科蒙の’

ぺ♂ヌンを：影絵していろ経蒲「労や、入文現象の甲で諮みあっていろメ、画閃塚な

’どについて二もつと：知ろぺ餐であろことがわかりましたが、その爵ばすでに大

学塗奮竃繁ろうとしてeためです，そめ復置良く都立大に学士入塚すろこと

が髄で董、更に三年向在：歯すろことになりました。での向’の営圃生；葛について

筒単に御紹介してみたいと：落じまする

　榔立大豪．ぱ伝統のない耕制大蓉ですが，マンモス大学と広翼：なり，1診数の’

琴実から嶺成二液てし】ると二ろに蒋色がコざいます，例痩ぱ∵社会奪で毛毎年．

平均タ，　6入ならば勿い方で、年によりますとソ入位しか（もっと毛留年組

もおりますが）率業≧圭の宏ないことンもあります。社会蒙は曼に社会十一攻ピ

社会入装営專攻に分か魏，三期四域どしては，前者は並雀以後の社会に回す

否実証醇研究が〃＜，後者ぱ主に三三社会を対，象としていろめですが、三一

圏のゼミナールでぱ合固して同じテーマを鶉じあっております，・私は綴：然三

会蒙を厚旧いたしまむたので、社会入三図め振速筆く、わしくば；わかりません

ヵ虹廊鐘織鋭の落い馨老グゆ一プであ・ろ青穿・寒冷蒙グル乏フCによろ研究（ア

ブりカや七瀬アジアめま閉社会に曝すろ研究など）は掌界で；：も商く卵子さ勉

ております。

　　　　　　　　　　　　　　　　（の


